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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､限局性前立腺癌に対するヨウ素 125を用いた前立腺癌永久挿入密封小線
源療法について､2004年 1月から2009年 12月までの岡山大学病院における414例
を対象として､その再発様式を生化学的再発 (PSA 再発)と定義して特に Gleason
scoreとの関連について評価したものである｡その結果､単変量解析ならびに多変量
解析においてGleasongrade4が再発の最も強い予後因子であることが示された｡本
治療方法においてはGleasonscore4+3は3+4よりも有意に生化学的再発が高いこと
がわかり､本治療でのGleasonscore4+3の取り扱いについては､慎重を期すべきで
あるとの結論を得た｡前立腺癌永久挿入密封小線源療法の適応について科学的に明ら
かにした臨床論文であり､今後の治療指針に重要な影響を与える価値のある研究と評
価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
